
サンプル／出題傾向と出題予想

1級　電気工事施工管理 実地試験 問題４　施工管理法
◎は、予想が的中したものです。

H30重点 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18

◇ 発電設備 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

　水車のキャビテーション ◎ ◎ ○

　分路リアクトル ○ ◎ ◎ ○

　燃料電池 ◎ ◎ ○

　コンバインドサイクル発電 ○ ◎ ◎ ◎

　火力・汽力発電所のタービン
発電機

○ ◎ ◎ ○

　電力系統の電力貯蔵設備 ○ ○

　変電所の調相設備 ○ ○

　太陽光発電の系統連系 ○ ◎ ◎ ○

　水力発電の水車発電機 ○

　太陽光発電システム ○

◇ 構内電気設備 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

　常用・予備受電方式 ○

　油入変圧器の冷却方式 ◎ ○

　高圧受電方式 ○ ○

　電動機のインバータ制御 ◎ ◎

　絶縁耐力試験 ◎ ◎ ○

　ガス絶縁開閉装置(GIS） ○ ◎ ◎ ◎ ○

　メタルハライドランプ ○ ○

　電線の許容電流 ◎ ◎ ○

　B種接地工事 ○ ◎ ○

　電力デマンド監視制御 ○ ◎ ◎ ○ ○

　サージ防護デバイス(SPD) ○ ◎ ○

　接地抵抗値の低減方法 ○ ◎ ◎ ○

　スポットネットワーク受電方式 ○ ◎ ○

　C種接地工事 ◎ ○

　過電流継電器(OCR)の動作
試験

○ ◎ ○

　照明率 ○

　バスダクト ◎

　等電位ボンディング ○ ○ ○

　二次電池による電力貯蔵 ○

　高圧ナトリウムランプ ○

　建物の中央監視制御設備 ○

　LED照明器具 ○

　変圧器の無負荷損 ○

　CVケーブルの劣化診断 ○

　スコット変圧器 ○ ○ ○

　コージェネレーションシステム ○

　本線予備線受電方式 ○

　配電系統のカスケード遮断方
式

○

　高圧ケーブルのストレスコー
ン

○

　高調波対策

　励磁突入電流

　避雷設備の構造体接地

　受変電の保護協調
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 問題４ 施工管理法  

 

 

◇ 発電設備 

 

 

 

1電気 実地  H29-4-1  H26-4-1  H22-4-1 

水車のキャビテーション 

 

キャビテーションは、水流によって局所的に水車の圧力が低下し、気泡が生じる現象で、物理

的には沸騰と同じ現象である。 

キャビテーションによる衝撃波の繰り返しで、振動・騒音、水車効率の低下、流量の減少など

の悪影響が生じる。 

キャビテーションを防止するには、吸出し高さを小さくする、吸出管に適当な空気を入れる、

部分負荷運転を避ける、流れに接する水車の面を水流ができるだけ円滑になるような形状とす

る、水車の比速度を大きくしないなどの対策を講じる。 

 

 

 

1電気 実地  H29-4-6  H26-4-6  H19-4-1 

燃料電池 

 

燃料電池とは、水素と酸素のもつ化学エネルギーを電気エネルギーに変換する発電設備のこと。 

コージェネレーションシステムとして、発電時に発生する排熱が利用でき、総合的なエネルギ

ー効率が高まる。 

二酸化炭素、窒素酸化物、硫黄酸化物、粒子状物質など、地球温暖化ガスや大気汚染物質をほ

とんど排出せずに発電ができる。 

燃料電池で必要になる水素は、ＬＰガス、天然ガス、石油、メタノール、バイオマスガスなど

の原料から容易に得られ、工場からの副生水素を利用できるため、原料・資源を確保しやすい。 

エンジンやタービンなどと比較して、低騒音、低振動である。  

 

 

 

1電気 実地  H28-4-1  H25-4-1  H23-4-1  H17-4-12 

コンバインドサイクル発電 

 

ガスタービンによる発電と、ガスタービン発電の排ガスを利用した蒸気タービンによる発電を、

組み合せた発電方式をいう。 

ガスタービンから発生する排ガスを使用して水を沸騰させ、蒸気タービンによる発電を行う。 

発電効率、熱効率については、原子力発電は30％程度であるが、ガスタービンは60％程度と高

く、排熱も原子力発電の約半分に抑えられる。 

小型の発電機をたくさん組み合わせて大きな電力を得ることができ、発電機の起動・停止も簡

単で、電力需要に敏速に対応できる。 


